


























1 〔訳注〕「無人間的なもの」の原語は anhumain であり、倫理的含意を持つ「非人間的な
〔inhumain〕」という語に対して、単に人間ではないものという意味合いが強い。また、「動物
〔animal〕」という語と綴りの上で類似性を持つ。
2 Jacques Derrida, L’animal que donc je suis, Galilée, 2006, p. 50〔『動物を追う、ゆえに私は（動物で）
ある』鵜飼哲訳、筑摩書房、2014 年、61 頁〕. 私は、大半の箇所において、1997 年にスーリ
ジで行われた講演の第一部、つまり『動物を追う』の 15 から 77 頁に採録された部分に集中
することとする。なぜならこの部分は、その広がりをいささかも失うことなく、議論を圧縮
しているからである。










































6 〔訳注〕シュレーゲルの同テクストは、以下に所収。Friedrich Schlegel, Kritishce Schriften, 
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、最も
理解不可能な
4 4 4 4 4 4
、最も困惑しており、最も困惑させるような諸特徴を、意義深くも取
り集めるのである。この連鎖は、絶えまなく「同じ関心」を再生することにより、
7 J. Derrida, « De lʼesprit » [1987] in Heidegger et la question, Flammarion, 1990, p. 23〔『精神につ
































8 J. Derrida, Glas, Galilée, 1974, p. 35.
9 J. Derrida, L’animal que donc je suis, op. cit., p. 185-186〔『動物を追う、ゆえに私は（動物で）ある』
前掲、248 頁〕.






























11 Martin Heidegger, Zur Auslegung von Nietzsches II. Unzeitgemässer Betrachtung "Vom Nutzen und 
Nachteil der Historie für das Leben" [1938/1939], GA 46, Vittorio Klostermann, 2003, S. 8 sq.
12 J. Derrida, Glas, op. cit., p. 35.
13 Cf. J. Derrida, L’animal que donc je suis, op. cit., p. 49-50〔『動物を追う、ゆえに私は（動物で）
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という「与えられるべき充足した根拠の原理

















15 M. Heidegger, Der satz vom Grund [1957], GA10, Vittorio Klostermann, 1997, S. 54 sq〔『根拠律』
辻村公一訳、創文社、1962 年、74 頁以下〕.



































18 Ibid., S. 57〔同前、78 頁〕.
19 Ibid., S. 62-63〔同前、86 ‐ 87 頁〕.
20 Ibid., S. 178〔同前、241 ‐ 242 頁〕.



































22 J. Derrida, L’animal que donc je suis, op. cit., p. 33〔『動物を追う、ゆえに私は（動物で）ある』
前掲、37 頁〕. 〔直前の「決して動物によって自らが見られていることを見なかった」という
一文の出典は ibid., p. 31〔同前、35 頁〕。〕













む小道を選ぶことによって野ウサギを追いかけている際の、その準 ‐ 仮説 ‐ 演繹
的な行動を観察することに基づいて、犬に三段論法を認めるところまで進んでい














25 セクストス・エンペイリコス『ピュロン主義哲学の概要』第 1 巻 69。この犬の三段論法は、
それがどのように考えられようとも、嗅覚が準 ‐ 計算的理性の代わりになるとされる彼らの
推論そのものによって、ドゥルーズが彼の願望から、動物のあらゆる思考における動物に対
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する動物の関係を持つこと



































27 M. Heidegger, Der satz vom Grund, op. cit., S. 185〔『根拠律』前掲、251 頁〕.
28 〔訳注〕ヘーゲルは、『法の哲学』の序文において、理性をバラに擬えている。
29 このテーマに関する、厳密な解明としては以下を参照せよ。E. De Fontenay, «  La raison du 
plus fort » in Plutarque, Trois traités pour les animaux, P. O. L, 1992, p. 56-57.
30 J. Derrida, L’animal que donc je suis, op. cit., p. 49〔『動物を追う、ゆえに私は（動物で）ある』
前掲、59 頁〕.


























32 〔 訳 注 〕hébétude は ハ イ デ ガ ー が 用 い る ド イ ツ 語 Benommenheit の 訳 語 で あ る。
Benommenheit は、『形而上学の根本諸概念』の邦訳においては、「とらわれ」と訳されている。
33 M. Heidegger, Die Grundbegriffe der Metaphysik : Welt – Endlichkeit – Einsamkeit [1929-1930], 
Vittorio Klostermann, 1983, S. 358, 369〔『形而上学の根本諸概念：世界―有限性―孤独』川原栄




































ポリアが指し示すのは、「（ある）非 ‐ 通過、むしろ非 ‐ 通過の経験、この非 ‐
通過において起こり魅惑するものの試練の経験であり、それは必ずしも否定的では
4 4 4 4 4 4 4 4 4
ない形で、この分離において、私たちを麻痺させるものである
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さえ可能ではなくなるかもしれない
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〔analphabêtes〕」のために書くこ
とのうちにあることとなるであろう 39。すなわち、彼らのために、いわば彼らが名づ




39 この点に関しては、cf. Aicha Liviana Messina, « Publiez-moi, publiez-moi, car je ne suis pas une 
bête » in Lignes, no 28, 2009。〔analphabète は文盲を意味する。しかしここで著者は、獣を意味


























40 Victor Hugo, « Le crapaud » in La légende des siècles.
41 Victor Hugo, « Le cheval » in Les chansons des rues et des bois.
42 〔訳注〕「動物語〔animot〕」は、デリダが『動物を追う』で創案した語。この造語には幾つ
かの狙いがあるのだが、主なものとしては、「動物〔animal〕」という単数形の概念の批判が
あげられる。animal の複数形は animaux であり、animot と音においては区別することができ
ない。デリダは、animal という単数形の概念を批判しつつ、animaux の複数形を響かせるため
に animot という語を用いている。


































44 Ibid., p. 62〔同前、99 頁〕. 強調は引用者。同様に p. 65〔同前、80 ‐ 81 頁〕も参照。
45 Ibid., p. 53-54〔同前、65 頁〕.














































4 4 4 4
応答する諸根拠の総体








4 4 4 4 4 4 4
、理解不可能なものの証拠であり、それを証言しているのだ。反対
に擬態的諸行動は、それを見ることができるものにとっては、本物のいたずら








で、「無用さ」は、フッサールの『イデーン I』第 49 節の「無化〔Vernichtung〕」の
モデルの上に打ち立てられうる、デリダによっても検討された動物たちなき世界





49 Ibid., p. 56-57〔同前、70 頁〕. この一節には、様々な哲学的動物誌が認められ、とりわけこ
の列挙の最後には、デリダ自身の動物誌が認められる。それは、猫、アリ、蚕、ハリネズミ
である。
50 R. Caillois, Le Mythe et l’Homme, Gallimard, 1938, p. 112 sq〔『神話と人間』久米博訳、せりか
書房、1983 年、117-118 頁以下〕.
51 この「無用さ」という豊かな観念を、私はアンドレア・ポテスタより借用している。ポテ
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の試練へ送り返す
であろう――デリダにおいて、このアポリアの登記簿の転調は、ほとんど際限なく
52 J. Derrida, L’animal que donc je suis, op. cit., p. 53〔『動物を追う、ゆえに私は（動物で）ある』
前掲、65 頁〕.
53 J. Derrida, La force de loi, Galilée, 1994〔『法の力』堅田研一訳、法政大学出版局、1999 年〕.
54 デリダはこのような嫌疑に反発しており、その嫌疑が彼にかけられえたということに対し
て、当然ながら憤慨している。Cf. J. Derrida, L’animal que donc je suis, op. cit., p. 51-52〔『動物
を追う、ゆえに私は（動物で）ある』前掲、62-63 頁〕.


































56 〔訳注〕主格的および対格的属格とは、ラテン語の文法用語。原文における、« La passion 
de lʼanimal de Derrida » という一文について説明しており、単純化するならば、デリダが動物



























 Gérard Bensussan, « Jacques Derrida. Une poétique de lʼanimalité : Sur lʼanhumain ».
 Reprinted by permission of Gérard Bensussan
 翻訳＝桐谷慧（東京大学／ストラスブール大学・博士課程）
57 J. Derrida, L’animal que donc je suis, op. cit., p. 29〔『動物を追う、ゆえに私は（動物で）ある』
前掲、32 頁〕. なしに、同時に、おそらく
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、〔引用文に認められるこれらの語は〕、私たちを
見つめる




58 J. Derrida, Force de loi, op. cit., p. 35〔『法の力』前掲、34 頁〕.
59 J. Derrida, L’animal que donc je suis, op. cit., p. 50〔『動物を追う、ゆえに私は（動物で）ある』
前掲、60-61 頁〕.
60 〔訳注〕著者によるならば、ここでの「手前〔en-deçà〕」とは、境界線の「向こう」と対比
される「手前」ではなく、そのような境界線そのものの「手前」を指している。
